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木曽馬「五月」と「春香」がお出迎え�
平成記念かざこし子どもの森公園がオープン�

好天に恵まれたゴールデンウィーク�
緑鮮やかな若葉に囲まれ�

家族でゆっくり過ごす時間が流れました�
（関連記事4ページ）�

飯田市の人口（5/1現在）■人口＝106,381人（前月比＋220）男51,037人女55,344人  ■世帯＝35,325戸（前月比＋269）�

［特集］�
●もっと元気に農業・農村�
�



都市農村交流事業の推進�
農村では気まぐれな自然を相手に日夜、きめ細かく、粘り強く

つきあうことで農産物を生産しています。食と農の関係が離れて
いると言われていますが、農家の皆さんは、農業体験やホームス
テイなどで都市の子どもや消費者の皆さんを受け入れ、農業や農
産物への理解を深めてもらっています。� 「いただきます」とは、

他の命をいただくこと。�
地域の旬や食文化を理解

する中から、子どもたちに
本物の農業や食を活用した
体験教育のできる指導者を
育成しています。�

「ボランティアに来てボランティアされたみたい」�
農業や農村に関心を持ち真剣に農業をやり

たい、就農を考えているが手探りで何も解ら
ない方と、繁忙期の手助けや後継者のほしい
農家を結び、都市と農村住民双方の足りない
ところを補い合うパートナーシップ事業です。�

「僕のふるさとができました」�
観光公社と商業観光課が中心に進め

る都市の子どもたちの体験旅行誘致事
業です。人気メニューの一つに農業体
験や農家ホームステイがあります。�

中山間地域農業の振興�
平坦地が少く耕作が不利な地域では、輸入農産物が増大し、国内競争

も激しい中で、農業を維持することが困難になっています。しかし山間
農地は災害防止や水源涵養など大きな公益的機能を持っています。農業
振興センターでは、中山間地域に対し、農地の保全や省力栽培の支援な
どの農業の振興を図っています。�

次代を担う子どもたちに�
食農教育は体験や高齢者の話を通じて、「地域の食文化、本物の

味、農業の大切さ」を子どもたちに理解してもらい、地元に愛着
を持つ子どもたちを育むことを目指しています。�

省力化と経費の軽減が魅力の直蒔きですが、これまで空中蒔
種やばらまきが中心で、収穫時に問題がありました。新たに開
発されたこの装置は条蒔きができ、既存の設備に対応します。�

子どもたちが土や作物に触れる
機会を増やし、農業に対する認識
と食物の大事さを学びながら、自
分たちが暮らす地域の良さを再認
識する場づくりを支援しています。�

■問合せ�
1（22）4511�
農政課�
内線3515�
農業振興センター�
内線3529

集落ぐるみ営農や農業法人化のお手伝い�
農業振興センターでは担い手の少ない集落の農業をサポートする

ヘルパー集団の育成、農家が集まって起業する農業法人の立ち上げ
の支援、各種農業資金の相談に応じています。�

は�

神奈川県海老名市から参加の宮田さん夫妻�

しゅ�



土いじりや水遊びが好きな子どもたち。しかし
水や土、空気は決して無限ではありません。リ
サイクルが生活に根付いてきていますが、生き
る上でもっとも大事な空気や水、食料などをリサ
イクルしているのが農業・農村です。�
「育む」という言葉が共通に使われるのは、
教育と農業、自然そして地域です。農業は地
域を持続させる礎であり、人の命を預かり心の
拠り所となる産業なのです。�

しかし、農産物の価格低迷に加え輸入農
産物の増加、ＢＳＥ問題や不当表示問題な
どで、農業を取り巻く環境は、ますます厳しく
なっています。�
市では、相談窓口として農業振興センター

を設置し、これら農業が抱える課題に対し、
各種施策を行っています。また、「食と農を
近づける」新たな取組みも行っています。�

もっと元気に！�

害虫の交尾を
かく乱するフェ
ロモン剤で、害
虫発生を抑制。
殺虫剤の散布を
減らす技術の実
証試験を行って
います。�

人や環境に優しい農業の提案�
有機・低農薬栽培といった消費者の要望に応える農産

物の生産。さらに、環境に優しく持続する農業を目指し、
より良い堆肥づくり、土づくりや化学肥料・農薬の低減
などの環境保全農業技術普及を図っています。�

安心で美味しい農産物を�
おいしい農産物は農家のこだわりと、厳しく選ばれた結果から生

まれます。農家と消費者の顔が見える関係づくりを進め、新鮮で安
心できる作物を供給しています。�

家庭生ごみやキノコの廃オガ粉などの未利用資源を家
畜ふんと混合して堆肥を作り、土づくりに活用する実験
を行っています。また、家畜ふん尿の適正な管理や良質
堆肥づくりを支援しています。�

ＪＡみなみ信州と下伊那園協では、消費者に
信頼されるくだものの提供を目指し、桃・りん
ごなどの規格・品質・糖度を光センサーで選別
しています。�

国において、すべての牛に
履歴が判る耳標がつけられる
とともに、検査体制も確立され、
食卓には安全な食肉だけが届
けられるようになりました。
また風評等で打撃を受けた畜
産農家への資金を創設するな
どの支援が進められています。�

地元で生産された農産物を地域内で消費し、
自給していける地域を目指しています。直売活
動の支援をはじめ、学校などへの農産物供給を
推進するモデル事業を行っています。�

減農薬・減化学肥料栽培などの特別栽培や
有機農業へ向けて取り組むエコファーマーの
育成を進めています。�

フェロモン剤設置講習会�

生ごみ排出者に対する堆肥化施設見学会�

じ　 ひょう�



　4月27・28日の2日間、全国40都道府

県から約3,200人のウオーカーが飯田

市に集まりました。�

　当日は晴天に恵まれ、子どもから高齢

者の方まで、さわやかな汗を流しながら

飯田の自然を満喫していました。�

　また来年も、みんなで楽しく歩きたい

ですね。�

　�

　4月27日、平成記念かざこし子どもの

森公園が待望の開園を迎えました。5月

の連休期間中は、4万3千人が来園。お

もしろ科学工房や飯田子どもまつりな

ど、オープニングイベントには、大勢の家

族がそろって参加していました。体験活

動のできる施設を備えたこの公園の特

色を生かし、今後も盛りだくさんのメニュ

ーを計画しています。ぜひ大勢の子ども

たちの「感動と発見」に緑あふれるこの

公園を活用してください。�

感動と発見の舞台登場�

自然の中を�
みんなで歩こう�

子どもの森公園オープン�

やまびこマーチ�

後藤道夫先生（子どもの森公園長）によるおもしろ科学工房�



　4月21日に開催。今年で17回を数え

る天竜峡温泉健康マラソン大会は、全

国から約1,000人の参加者が集まり、

天竜峡周辺の２コースでそれぞれ自分の

健脚ぶりを競いました。�

　当日は雨が降ってしまいましたが、伝

統芸能の「龍神の舞」も元気に町中を

練り歩き、祭りを盛り上げていました。�

　4月20・21日、文化会館と人形劇場を会場に開催

しました。上田美佐子氏の講演会から始まり、5つのテ

ーマの分科会を通し、人形劇の現状と今後の方向性

について考え、意見交換が行われました。�

　4月28日記念事業として、ラグビー大学チームの招待

試合「筑波大学 対 京都産業大学」が行われました。

音を立ててぶつかるスクラム、駆けるスピード。観戦者は

大学ラグビーの生の迫力に圧倒されていました。�

松尾総合運動場25周年記念�

大学ラグビーの迫力�
人形劇21世紀会議2002�

人形劇への熱い思い�

飯田春の観光祭り�

天竜峡温泉会場賑わう�



■問合せ　保健課　保健指導係　内線5518
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検
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存
じ
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し
ょ
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か
？
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ッ
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線
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体
に
あ
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こ
と
に
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り
、
体
の
中
の
様
子
を
輪
切

り
像
で
見
て
病
気
を
診
断
す
る

装
置
で
す
。
体
中
の
ほ
と
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の
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分
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瘍
や
炎
症
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の
に
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台
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入
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Ｔ
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だ

け
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激
し
て
い
る
か
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だ
と
言
わ
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て
い
ま
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を
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医
学
放
射
線
学
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
Ｃ
Ｔ
検

査
の
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
が

可
能
な
方
は
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。�

http://www.radiology.or.jp/ct/ct.pdf

市立病院  放射線科�
渡辺  智 文  医師�
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検
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い
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現
代
版�

現
代
版�

�
�
　市では、ふれあい体験学習を行っています。
これは、高校生に自分がこの世に生を受けたか
けがいのない存在であることを知ってもらい、
これから新しい生命を生み育てていく、自分た
ちの責任を考える機会としていただくためです。
　内容は、出産のビデオを見たり、乳児の発達
や発育について学習してから、実際に7カ月児
相談で赤ちゃんをだっこしたり、ふれあいをし
ています。昨年度は下伊那農業高校・長姫高校・
風越高校・飯田高校の生徒が体験しました。�

〈生徒の感想から〉「自分の顔を見るたびに泣い
たときは、かなり焦った。でも、最後に抱かせ
てもらって、高い高いをした時笑顔を見せてく
れて本当に嬉しかった。可愛くて心がなごんだ。」
「お母さんの大変さが身にしみてわかった。でも、
笑ったりした時とても可愛かったし、成長して
いく姿を見れるから親は子育てできるのかもし
れないと思った。」「子どもは欲しくないと思っ
ていたけれど、子どもが欲しいと思えてきました。」�
　この体験を通して、生命の尊さ、命を大切に
する心を育んでほしいと思います。�

高校生乳児ふれあい体験教室から�

生命を大切にする心を育んで�



私の夢�
降籏桃子さん（上郷小6年）�

ビオトープ荻坪�

　千代の荻坪は世帯数20戸の小さな集落です。自然豊かな農村
ですが、最近では蛍などの小さな生きものも減る一方で、荒れた休耕
田が増え、村の景観も変わってきました。�
　そこで、集落の中心にある休耕田を利用し、平成9年に住民総出
でビオトープ（生きものの住みやすい場所）をつくりました。水路や池
づくり、植樹や浄化用の炭の投入など、ほとんど手づくりのビオトープ
には、フナ、メダカ、タニシなど多くの生物がひしめき合っています。�
　ビオトープを守るために、合成洗剤の使用をやめたり、浄化槽を入
れる家も増えてきました。なにより、皆で協力してビオトープをつくった
ことにより、住民同士の絆や荻坪への愛着が増し、川も地域もきれ

いになりました。これからも、
生きものが住みやすい環境
こそ、人が生活するにも快適
な場所であるとの考え方を
基本にして生活し、行動して
いきたいと考えています。�

― 連絡先　篠田孝雄（59）2219

人と人との交流拠点�

　平成12年３月大雪の中作業を始め、
市内の親子や15カ国の海外の仲間、合
計約千人の手で、昨年８月に手造りロ
グハウスが完成しました。�
　ログハウス造りは、物作りが目的で
はなく、新たな交流を生み出すための
ステップとして考えています。�
　一緒に汗を流し話をすることで、価
値観を共有し、互いの良さを認め合え
る人を見つけることができます。その
信頼関係をベースに、互いが元気にな
れる本当の意味での交流が、地域ある
いは訪れた人の地域、また社会にとっ
ても必要なことだと思います。�
　村の者－都会の者、女性－男性、障
害者－健常者、地位のある人－地位の
ない人といった垣根をはずして、皆が

笑みを浮かべ楽しい時を過ごすことが
できました。�
　右肩上がりの社会が終わり、持続性
のある社会が求められていると思いま
す。一人ひとりのつながりを中心に一
緒に汗を流した千人の仲間の気持ちを
大切に、ログハウス「フレンドオブラ
イス」を運営してこれからも交流の輪
を広げていきたいと思います。�

八の会　木下利春 さん�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

きのしたとしはる�かい�はち�

おぎ つぼ�

�

しの だ たか お�

ふりはたもも こ�
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か
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樹
木
を
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り
ま
し
ょ
う�

7
月
の
農
地
転
用
申
請�

締
切
日
を
変
更
し
ま
す�

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、

樹
木
の
所
有
者
が
責
任
を
持
っ

て
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
発
生
す
る
時
期
�

○
第
１
化
期
�

　
６
月
上
旬
〜
下
旬
�

○
第
２
化
期
�

　
８
月
上
旬
〜
下
旬
�

※
こ
の
頃
を
目
安
に
点
検
を
。�

▼
巣
の
見
つ
け
方
�

　
こ
の
虫
は
年
２
回
発
生
し
、

　
桜
、
ク
ル
ミ
、
桑
な
ど
を
好

　
ん
で
食
害
し
ま
す
。�

　
産
卵
後
、
ふ
化
幼
虫
は
糸
を

　
吐
い
て
巣
を
作
り
、
１２
日
間

　
く
ら
い
群
集
し
て
い
ま
す
。
始

　
め
は
葉
脈
だ
け
残
す
の
で
、
そ

　
の
葉
だ
け
透
け
て
見
え
ま
す
。�

▼
巣
の
処
分
方
法
�

　
幼
虫
が
群
集
し
て
い
る
時
に

　
枝
を
切
り
取
り
、
焼
く
か
踏

　
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
農
薬
防
除
�

　
虫
が
分
散
し
た
と
き
は
、
Ｄ

　
Ｄ
Ｖ
Ｐ
７５
％
乳
剤
千
〜
千
五

　
百
倍
液
を
散
布
。
予
防
散
布

　
は
効
か
な
い
の
で
、
虫
に
直
接

　
か
か
る
よ
う
に
散
布
し
ま
す
。�

　
農
薬
は
印
鑑
を
持
参
し
、
農

　
薬
販
売
店
な
ど
で
購
入
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

▼
防
除
車
の
貸
出
�

　
共
同
防
除
を
行
う
場
合
は
市

　
で
防
除
車
を
貸
し
出
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
農
政
課
　
生
産
振

　
興
係
　
内
線
３
５
１
８
�

　
毎
月
の
申
請
締
切
日
を
１５
日

と
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
７
月
に

限
り
、
７
月
８
日
b
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
こ
れ
は
７
月
７
日
a
に
施
行

さ
れ
る
飯
田
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
の
た
め
で
す
。�

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
�

　
農
業
委
員
会
事
務
局
�

　
内
線
３
６
５
１
�

市
県
民
税
の
納
税
通
知�

書
を
お
届
け
し
ま
す�

公
園
・
街
路
樹
の�

ア
メ
シ
ロ
防
除
に
ご
協
力
を�

　
平
成
１４
年
度
分
の
市
・
県
民

税
の
納
税
通
知
書
を
次
の
よ
う

に
お
届
け
し
ま
す
。�

▼
送
付
方
法�

○
個
人
で
納
め
る
人�

　
６
月
上
旬
に
郵
送
で
送
付�

○
給
与
引
き
で
納
め
る
人�

　
５
月
中
旬
に
勤
め
先
に
送
付
済�

▼
納
付
方
法�

○
個
人
で
納
め
る
場
合�

　
年
税
額
を
６
月
、
８
月
、
１０

　
月
、
１５
年
１
月
の
４
回
で
納

　
付
し
ま
す
。�

○
給
与
引
き
で
納
め
る
場
合
　

　
６
月
か
ら
１５
年
５
月
の
１２
回

　
に
分
け
て
、
毎
月
給
与
か
ら

　
引
き
去
り
納
付
し
ま
す
。�

▼
定
率
控
除
額�

　
所
得
割
額
の
１５
％
を
定
率
控

　
除
額
と
し
て
控
除
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、市
・
県
民
税
合
わ
せ

　
て
４
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。�

▼
税
額
の
計
算
方
法�

　
納
付
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
税
務
課�

　
市
民
税
係
　
内
線
５
１
６
２�

　
次
の
日
程
で
薬
剤
を
散
布
し

ま
す
。
お
近
く
に
お
住
ま
い
の

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

▼
防
除
期
間�

　
６
月
１０
日
b
〜
６
月
２８
日
f�

※
原
則
と
し
て
午
前
５
時
〜
正

　
午
ま
で
の
時
間
。�

▼
防
除
箇
所
　
下
表
参
照�

○
発
生
状
況
に
応
じ
て
期
間
中
い

　
ず
れ
か
の
日
に
実
施
し
ま
す
。�

○
実
施
日
は
決
ま
り
次
第
該
当

　
す
る
地
区
の
自
治
会
長
さ
ん

　
に
ご
連
絡
し
ま
す
。�

▼
お
願
い�

○
洗
濯
物
、
布
団
な
ど
を
外
に

　
出
し
て
お
か
な
い
よ
う
に
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

○
窓
は
閉
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
都
市
整
備
課�

　
公
園
緑
地
係
　内
線
２
７
３
１�
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大王路公園�

伝馬町プラタナス�

江戸町線ヤナギ�

東栄公園�

中央公園�

扇町公園�

丸山羽場第1地区街路�

今宮公園�

滝の沢公園�

（県）風越公園�

大宮桜並木�

高羽1号公園�

高羽2号公園�

駅西広場�

松尾城址公園�

上溝公園�

明公園�

八幡公園�

弁天公園�

天竜峡公園�

育良町ヤナギ�

熊野殿岡線�

神明公園�

西鼎公園�

矢高中央公園�

城東1号公園�

城東2号公園�

城東3号公園�

公園・街路アメシロ防除箇所�



　
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
老

人
保
健
該
当
者
の
方
が
入
院
さ

れ
た
場
合
、
一
部
負
担
金
と
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。�

　
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。�

※
現
在
「
減
額
認
定
証
」
を
お

持
ち
の
方
は
、
５
月
末
で
期
限

が
切
れ
ま
す
の
で
、
６
月
中
に

再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
減
額
内
容
　
左
表
参
照
�

▼
申
請
方
法
�

　
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

　
と
保
険
証
を
持
参
し
、
保
健

　
課
ま
た
は
市
役
所
各
支
所
で

　
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
入
院
す
る
時
に
「
減
額
認
定

　
証
」
が
必
要
で
す
の
で
、
あ

　
ら
か
じ
め
手
続
き
し
て
く
だ

　
さ
い
。
申
請
し
た
月
か
ら
減

　
額
さ
れ
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
医
療
給

　
付
係
　
内
線
５
５
２
６
�

老
人
保
健
の
減
額
制
度�

　
失
業
に
よ
り
生
計
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
た
世
帯
に
対
し
、

再
就
職
ま
で
の
生
活
資
金
を
貸

し
付
け
い
た
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
�

○
生
計
中
心
者
の
失
業
に
よ
っ

　
て
生
計
の
維
持
が
困
難
と
な

　
っ
た
世
帯
で
あ
る
こ
と
�

○
生
計
中
心
者
が
就
労
す
る
こ

　
と
が
可
能
で
、求
職
活
動
を

　
行
っ
て
い
る
こ
と
�

○
生
計
中
心
者
が
就
労
す
る
こ

　
と
に
よ
り
、世
帯
の
今
後
の
生

　
活
見
通
し
が
明
ら
か
な
こ
と
�

○
生
計
中
心
者
が
離
職
の
日
か

　
ら
２
年
を
超
え
て
い
な
い
こ
と

　（
就
労
の
た
め
の
技
能
修
得
を

　
行
っ
て
い
る
場
合
は
３
年
）�

○
貸
付
中
、生
計
中
心
者
が
雇

　
用
保
険
の
一
般
求
職
者
給
付

　
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と
�

▼
貸
付
内
容
�

○
金
額
　
月
２０
万
円
�

　（
単
身
世
帯
は
１０
万
円
）�

○
利
率
　
３
％（
貸
付
期
間
終

　
了
後
６
カ
月
は
無
利
子
）�

○
貸
付
期
間
　
離
職
の
日
か
ら

　
２
年
間（
技
能
習
得
す
る
場

　
合
は
３
年
間
）の
う
ち
１２
ヵ
月
�

○
償
還
期
間
�

　
据
置
期
間
後
５
年
以
内
�

○
連
帯
保
証
人
　
２
人
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
1（
５
３
）３
１
８
０
�

離
職
者
支
援
資
金
貸
付�

6月の納税�

税目�

納期�

市県民税（1期）�

国民健康保険税（6月分）�

�

7月1日（月）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �
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動物園の�
休園日�
6月 3日b◆10日b�
◆17日b◆24日b�
7月 1日b◆ 8日b

■問合せ　動物園�
22-0416

一般の�
老人保健該当者�

市民税非課税世帯の�
老人保健該当者�

90日以内　650円�
91日より　500円�
に減額�

市民税非課税世帯の�
老齢福祉年金該当者�

37,200円�

24,600円に減額�

15,000円に減額�

780円�

300円に減額�

対 象 � 食事代（1日）�
一部負担金上限�
（1ヵ月）�

市営市民プール�

（飯田市公民館前）�

6月20日（木）～�

9月1日（日）�

定休日なし�

※悪天候時休場の�

　場合あり�

午前10時～午後6時�

（7月15日（月）～8月�

25日（日）は午後8時ま

で。中学生以下は午後

6時まで）�

大人　　　　　150円�

大学生・高校生 100円�

中学生～3歳　　40円�

3歳未満　　　　無料�

6月20日（木）は無料�

事故防止のため、

小学校6年生ま

での子どもさん

は保護者、又は責

任ある引率者の

同伴が必要です�

飯田市教育員会�

スポーツ課�

1（21）3001�

やってる？ダイヤル�

1（25）6431
大人～高校生　800円�

中学生～3歳　　300円�

3歳未満　　　　無料�

7月6日（土）～�

9月1日（日）�

定休日なし�

※悪天候時休場の�

　場合あり�

アクアパークIIDA�

（飯田運動公園内）�
午前10時～午後5時�

プ ー ル 名 � 開 場 期 間 � 遊 泳 時 間 � 入 場 料 � 注 意 事 項 � 問 合 せ 先 �

市営市民プール・アクアパークIIDA情報�
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市民推進委員�

橋　北　城田美津子　　橋　南　平栗　秀信

丸　山　矢沢たい子　　松　尾　塩沢　辰子

伊賀良　長谷川敬子　　　鼎　　柄木田孝行�

　鼎　　宮田　　章　　上　郷　伊壷　敏子�

上　郷　今村かよ子　　上　郷　岡島　裕子�

県男女共同参画コミュニケーター�

丸　山　中田　道子　　座光寺　宮沢　俊子　

松　尾　松倉かつみ　　千　代　上野　美保�

川　路　中島　敬子　　山　本　増田みどり　

　鼎　　酒向　京一�

21世紀はみんなが主役�
男女を問わず、みんなが主役の時代。「男女」が「共同」
して、仕事に、学校に、地域に、家庭に参画していく。�
この道しるべが「男女共同参画社会基本法」です。�

男女共同参画社会基本法はなぜ必要？�
憲法には、個人の尊重、法の下での平等が
うたわれており、これまでもいろいろな男女
平等に向けた施策が行われてきました。�
しかし、現実には物事を決めるときに女性
が参加できなかったりと、男女間の不平等を
感じることは多くあります。� この法律の示す社会とは�

少子高齢化など、私たちを取り巻く社会環境は急速に
変化しています。このような社会で自分らしく豊かに生
きるためには、男女が互いに人権を尊重し、責任を分か
ち合うことが必要です。�
これまでのような、「男は仕事、女は家庭」という性

別による固定的な役割分担にとらわれず、学校・家庭・
地域・職場などさまざまな場面で、それぞれの個性と能
力を発揮できる社会。そして、精神的、経済的、生活的
にも自立できる社会の実現をめざしています。�

男女共同参画社会を作っていくための５本の柱�
●男女の人権尊重・・・・・・・・・　個人としての尊重、能力の発揮できる機会確保�
●社会における制度又は慣行についての配慮・・・・・・・固定的な役割分担意識の払拭�
●政策などの立案及び決定への共同参画・・・・・・・・対等なパートナーとしての参画�
●家庭生活における活動と他の活動との協力・・・・・家庭、仕事などの両立できる支援�
●国 際 的 協 調 ・・・・・・・・・・・・・・国際社会と共に歩み、協力して取り組む�

　市では「男女共同参画社会」実現に向け、第３次「飯田
市男女共同参画計画」を策定します。この計画策定にあた
り皆さんのご意見を反映すべく、意識調査を行います。調査
に該当された方は、お手数ですがご協力をお願いします。�
ご存じですか？�

男女共同参画社会を実現するための活動をしている
皆さんです。いっしょに活動していただけます。�

男女共同参画週間�男女共同参画週間�
６月23日　～29日　�

■問合せ　男女共同参画課　内線5351



男女共同参画週間�
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安全都市宣言の精神にのっとり、平穏で快適な地域社会を実現し、地

域一丸となって暴走行為を無くすため、次の取り組みをお願いします。�

○日常生活を通じて、自ら交通安全確保

　に努めましょう。�

○暴走族を見かけた場合は、警察官に通

　報するよう努めましょう。�

○暴走行為などをしようとする人を見か

　けた場合は、保護者または学校・職場

　などの関係者と協力して、暴走行為な

　どをさせないように努めましょう。�

○暴走行為を助長する物品の

　販売または取扱いをしない

　ように努めましょう。�

○暴走行為を見かけた場合は、警察官に

　通報するよう努めましょう。�

☆事業者の皆さん�☆市民の皆さん�

☆自動車などの運転者の皆さん�

☆公園、駐車場、空き地などの管理者の皆さん�

■問合せ　交通防災課　1（22）4511　内線2433

○「無料で水道水を検査します」と言って訪問し�
　「この水道水を飲用していると体に良くない」などと言い
　浄水器を販売する�
○「無料で床下のシロアリ検査や耐震の診断を行います」と
　言って訪問し�
　「この地域は地震対策強化地域に指定されているので、耐
　震対策が必要になる」などと言い、高額な工事の契約を要
　求する�

■相　談　飯田消費生活センター　　　1（24）8058�
　問合せ　男女共同参画課　消費生活係　内線5352

各家庭などを訪問し、「無料で検査・診断します」などど称し、点検した後で高額な商品
や工事などを契約させられてしまう「点検商法」による被害の相談が寄せられています。�
　一般的には保証期間などでない限り、無料での検査や診断は、行っていないのが通常
です。不審に思ったら、その場で契約せず、お気軽にご相談ください。�

☆具体的にはこんな例が
　あります�

○暴走族が暴走行為をする際に集合する場所として、管理

　地を利用されないよう努めましょう。�
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
2
0
0
2
�

春
季
飯
田
市
ペ
タ
ン
ク
大
会�

　
子
供
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
フ
ラ
ン

ス
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
ペ
タ
ン
ク
」
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
６
月
１６
日
a
�

　
午
前
８
時
〜
午
後
１２
時
３０
分
�

　（
雨
天
時
中
止
）�

▼
会
場
　
座
光
寺
麻
績
の
広
場
�

▼
申
込
締
切
　
６
月
１０
日
b
�

※
詳
し
い
要
項
は
、
最
寄
り
の

　
公
民
館
お
よ
び
教
育
委
員
会

　
ス
ポ
ー
ツ
課
に
あ
り
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
体
育
指
導

　
委
員
協
議
会
事
務
局
（
教
育

　
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）�

　
1（
２
１
）
３
０
０
１
�

児
童
手
当�

現
況
届
の
提
出
を�

　
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
方
に
、「
現
況
届
」
を
郵
送
し

ま
す
。
該
当
の
方
は
期
限
ま
で

に
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
届
は
６
月
１
日
現
在
の

状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
、
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
　
�

▼
提
出
期
限
　
６
月
２８
日
f
�

▼
提
出
先
�

　
児
童
課
（
り
ん
ご
庁
舎
）
ま

　
た
は
市
役
所
各
支
所
�

▼
問
合
せ
　
児
童
課
　
家
庭
係
�

　
内
線
５
３
４
６
�

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
し
た
時
は
、
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。�

▼
届
出
が
必
要
な
取
引
�

○
都
市
計
画
区
域
�

　
取
引
面
積
５
千
㎡
以
上
�

○
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
�

　
取
引
面
積
１
万
㎡
以
上
�

▼
届
出
に
必
要
な
書
類
�

○
土
地
売
買
届
出
書
（
企
画
課

　
に
備
え
て
あ
り
ま
す
）�

○
添
付
書
類
�

・
縮
尺
１
／
５
万
以
上
の
地
形
図
�

・
住
宅
地
図
等
土
地
及
び
付
近
の

　
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
�

・
公
図
、
実
測
図
等
土
地
の
形

　
状
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
�

・
土
地
売
買
等
の
契
約
書
の
写
し
�

▼
届
出
の
期
限
�

　
契
約
の
日
か
ら
２
週
間
以
内
�

▼
届
出
先
・
問
合
せ
�

　
企
画
課
　
内
線
２
２
２
２
�

税
務
職
員�

（
税
務
大
学
校
生
）�

土
地
取
引
に
は�

届
出
が
必
要
で
す�

　
人
事
院
関
東
事
務
局
で
は
、

国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な

ど
の
事
務
を
行
う
、
税
務
職
員

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。�

　
採
用
さ
れ
る
と
、
税
務
大
学

校
普
通
科
に
入
校
（
全
寮
制
）
し
、

約
１３
ヶ
月
間
の
研
修
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

　
そ
の
後
、
税
務
署
な
ど
に
お

い
て
国
税
の
賦
課
・
徴
収
等
の

事
務
に
従
事
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
専
門
的
知
識
・
技
能

等
を
習
得
す
る
た
め
、
各
種
研

修
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

▼
受
験
資
格
�

　
昭
和
５７
年
４
月
２
日
〜
昭
和

　
６０
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
�

▼
申
込
期
間
�

　
６
月
１９
日
d
〜
�

　
６
月
２６
日
d
�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
申
込
書
請
求
先
・
問
合
せ
�

　
飯
田
税
務
署
�

　
1（
２
２
）
１
１
６
５
�

夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
、
花
火
。

遠
州
地
域
で
も
7
月
初
旬
か
ら

8
月
下
旬
ま
で
、
数
多
く
の
花

火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

海
開
き
を
告
げ
る
も
の
や
地

元
の
神
社
に
奉
納
す
る
も
の
、

さ
ら
に
は
、
東
海
地
方
有
数
の

打
ち
上
げ
数
を
誇
る
花
火
ま
で

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。�

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん

で
夏
を
満
喫
し
た
後
は
、
遠
州

地
域
の
花
火
で
風
情
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。�

夏
は
浜
名

湖
の
魅
力
が

特
に
満
喫
で

き
る
シ
ー
ズ
ン
。

潮
干
狩
り
や

海
水
浴
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ

ー
な
ど
で
賑

わ
い
ま
す
。�

そ
ん
な
浜

名
湖
で
伝
統

の
漁
を
体
験

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
た
き
や
漁
は
、
夜
の
浜
名
湖
に
繰

り
出
し
た
船
上
か
ら
明
か
り
を
照
ら

し
、
獲
物
を
も
り
で
突
く
漁
法
。
獲

物
は
主
に
ク
ル
マ
エ
ビ
、
カ
ニ
、
タ

イ
な
ど
で
、
そ
の
場
で
料
理
し
て
味

わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
隻
（
四

人
ま
で
）
二
万
七
千
円
で
、
夏
を
ピ

ー
ク
に
秋
ま
で
楽
し
め
ま
す
。�

ね
こ
網
漁
は
、
二
隻
の
小
舟
か
ら

「
か
ち
」
と
呼
ば
れ
る
板
を
湖
面
に

走
ら
せ
て
獲
物
を
追
い
、
待
ち
受
け

た
網
で
ボ
ラ
や
ス
ズ
キ
な
ど
を
一
網

打
尽
に
す
る
も
の
。
費
用
は
三
十
人
、

三
〜
四
網
程
度
で
十
五
万
円
。
ス
リ

ル
と
痛
快
さ
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。�

七
月
初
旬
〜
八
月
下
旬�

遠州の主な花火�

※天候などにより順延・中止となる場合があります�

期　日� 名　称� 開催地・問合せ�

7月 6日G
弁天島温泉�
海開き花火大会�

7月27日G
28日A

舘山寺灯ろう�
流し花火大会�

8月 3日G 鹿島の花火�

8月11日A

1053（592）0757

1053（487）0152

10539（25）5845

10538（42）6151

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

◆伝統漁　雄踏町観光協会　1053（596）3216�
◆遠州の花火　上表を参照ください�

問合せ�

雄
踏
町�

ゆ
う
　
と
う
　
ち
ょ
う�

雄
踏
町�

舞阪町観光協会�

舘山寺温泉観光協会�
（浜松市）�

天竜市観光協会�

ふくろい�
遠州の花火�

袋井商工会議所�

ゆ
う
　
と
う
　
ち
ょ
う�

遠
州�

広報�
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飯
田
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

３０
秒
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
作

品
を
募
集
し
ま
す
。�

　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中

か
ら
１
作
品
を
選
考
し
、
長
野

朝
日
放
送
1
主
催
の
「
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
に
飯
田
市
代
表

と
し
て
出
品
し
ま
す
。�

▼
応
募
締
切
　
９
月
１０
日
c
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。
詳
し
い
要
項
を
お
送

　
り
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
秘
書
広
報
課
�

　
内
線
２
１
２
５
�

飯
田
市
の
手
作
り
Ｃ
Ｍ�

　
市
で
は
環
境
市
民
会
議
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。�

　
こ
の
会
議
は
「
２１’
い
い
だ
環

境
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
市
が

行
っ
て
い
る
施
策
や
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
飯
田
市
全
体
で
こ
の
プ

ラ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
設
し
ま
す
。�

▼
応
募
資
格
�

○
飯
田
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務

　
し
て
い
る
方
�

○
環
境
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知

　
識
の
あ
る
方
�

○
夕
方
（
１９
時
頃
）
か
ら
の
会

　
議
に
出
席
で
き
る
方
�

▼
募
集
締
切
　
６
月
２１
日
f
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
環
境
保
全
課
　
計
画
指
導
係
�

　
内
線
５
２
４
９
�

環
境
市
民
会
議
委
員�

手
作
り
お
菓
子
講
座�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

冷
菓
子
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
作
り
の

特
別
講
座
を
開
き
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
３０
歳

　
ま
で
の
方
�

▼
日
時
　
６
月
２４
日
b
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分
�

▼
講
師
　
調
理
士
�

　
伊
坪
和
子
さ
ん
�

▼
持
ち
物
�

　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円
�

　（
事
前
に
納
入
）�

▼
定
員
　
１６
人
�

▼
申
込
方
法
　
直
接
来
る
か
電

　
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

▼
受
付
時
間
　
�

○
平
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
�

○
日
祝
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

▼
問
合
せ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
1（
２
３
）
５
５
７
１
�

　
暴
力
団
か
ら
の
�

○
借
金
・
手
形
の
取
り
立
て
�

○
用
心
棒
料
な
ど
の
金
銭
要
求
�

○
交
通
事
故
な
ど
の
示
談
介
入
�

○
家
屋
の
立
ち
退
き
・
不
動
産

　
問
題
�

○
人
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
だ
金

　
品
の
要
求
�

　
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お

　
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
６
月
１２
日
d
�

　
午
後
１
時
〜
３
時
�

▼
場
所
　
飯
田
警
察
署
相
談
室
�

▼
問
合
せ
�

　
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
�

　
1（
２
２
）
０
１
１
０
8

民
事
介
入
暴
力�

一
日
相
談
所
開
設�

�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ご
と相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

悩 み ご と�

婦人相談員
の専門相談�

法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特別�

一般�

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付１５:００まで�
６月７日（金）�
６月２１日（金）�
１３：３０～１５：３０�
６月１４日（金）�
１３:００～１７:００�

６月８日（土）�
６月１８日（火）�
６月２８日（金）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
６月１１日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９：００～１７：００�

６月１１日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

６月１２日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画６月１８日（火）�

１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

※結婚相談は
本人の相談を
原則とします。
写真１枚必要
です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館２Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

女
性
の
た
め
の
相
談�



いいだ人形劇フェスタ　2002

猛烈トホホ団「マリオネットだドンジャラホイ！」�

いいだ人形劇フェスタ 2002

プレフェスタ�プレフェスタ�

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8

美
博
だ
よ
り�
文
化
ガ
イ
ド�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

8月1日　～4日　�

チケット前売り　500円（当日 700円）�
プレイガイド　　飯田文化会館ほかで発売中�

飯田市全域の約90会場で開催　参加証ワッペン 700円�
有料公演チケットは6月15日発売開始�

龍江大屋敷のイワテヤマナシ�
（たつえおおやしきのいわてやまなし）�

龍江9637-1　中山与平　方�
飯田市指定文化財（天然記念物）�
胸高周囲２.６ｍ、樹高１５ｍ、樹齢約２５０年。�
東北地方の原産で、分布の南限。�

　滝沢具幸は昭和16年(1941)、下久堅虎岩に生まれま
した。高校時代に日本画家・吉岡堅二の画集に接して感
銘を受けたことから、東京芸術大学に進学。同校教授の
吉岡のもとで日本画の研鑽を積みました。�
　そして大学院在学中の昭和39年、新制作協会展に
「棲む」を出品して初入選を果たします。後に同会は創画
会と改編されますが、滝沢は一貫してここを舞台に出品活
動を続けています。また昭和60年には大森運夫・上野泰
郎らと地の会を結成。同会の展覧
会にも多くの力作を出品しています。�
　当館の滝沢具幸作品は、そのほ
とんどがこれらの出品作で構成され
ています。ですから本展は、彼の制
作の概要を通覧する好機とも言える
でしょう。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

「滝沢具幸」�

展示期間�

第１４回アフィニス夏の音楽祭�第１４回アフィニス夏の音楽祭�

5月24日（金）～6月30日（日）

滝沢具幸「雷雨」昭和58年（1983）�

〈平常展示〉―綿半野原コレクション―�

7月7日　　午前の部11:00  午後の部14:00�
麻績の里交流センター（座光寺）　�

8月13日　 ～20日　 飯田文化会館ほか�
○公開セミナー　8/18(日)を除く毎日。�

　1日券500円、パス券1,000円�

○演奏会［1］　8/17　　飯田文化会館　18:30開演�

　一般2,000円/学生1,000円�

○あいうえ音楽館�

　・公開リハーサル　8/18　　飯田文化会館�

　　10:30開演　入場無料�

　・演奏会　8/18　　飯田文化会館　13:30開演�

　　入場無料(対象:小中学生及び付き添いの保護者。)�

○くつろぎコンサート�

　・8/18　　竜丘公民館　 17:00開演　入場無料�

　・8/19　　飯田病院ロビー　18:30開演　入場無料�

○演奏会［2］　8/20　　飯田市公民館　18:30開演�

　一般2,000円/学生1,000円�

※公開セミナー、演奏会［1］［2］のチケット及びあいう

　え音楽館公開リハーサルの入場整理券は飯田文化会

　館ほかプレイガイドで取り扱っています｡�

中山与平さん撮影�

よしおかけん　じ�

おお もり かず　お� うえ　の　やす�

お�

たき� ざわ� とも� ゆき�


